
統計におけるオープンデータの高度化 

 

総務省統計局 松下 和正 

独立行政法人統計センター 梶川 英樹 

 

１．概要 

総務省統計局は、政府統計の中核的機関として、人口や事業所・企業、消費など

国の基幹となる重要な統計を作成しており、データ提供の面においても、e-Stat を

通じ広く公開してきた。（政府統計の総合窓口(e-Stat) http://www.e-stat.go.jp） 

現在、政府全体でオープンデータへの取組を推進しているところあるが、これら

の取組をリードする総務省として、政府統計の情報提供のかたちを更に高度化すべ

く検討を行い、独立行政法人統計センターと協力し、トップランナーとして次のよ

うな取組を進めている。具体的には次の３つである。 

 

① ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 

e-Stat に、新たにＡＰＩ機能（Application Programming Interface）を付加

するとともに、蓄積された統計データを機械判読可能な形式で提供することで、

次のようなことが可能になる。 

・利用者の情報システムに e-Stat のデータを自動的に反映 

・ ユーザー保有やインターネット上のデータ等と連動させた高度な統計データ

分析 

 

② 統計ＧＩＳ機能の強化 

e-Stat の統計ＧＩＳ機能を強化し、ユーザー保有データの取り込み分析や任意

に指定したエリアにおけるデータが利用可能になるような機能を開発中である。 

 

③ オンデマンドによる統計作成機能・方策の研究 

公的機関や学術研究などの利用において、利用者が調査項目を選択するだけで

統計結果を自動的に出力する、新しい形の統計提供サービスを研究中である。 

これにより、既存の結果表にない任意の多重クロス集計が出力可能になり、学

術研究を始めとする多様なニーズに対応することが期待される。 

 

２．今後の展望 

ＡＰＩ機能については、今回の試行運用を通じて、機能やシステム負荷等の検証

や利用者からの意見等の把握を行い、平成２６年度に e-Stat に同機能を整備し、

各府省の統計データの利用が可能となる本格運用を目指すこととしている。 
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今までの統計データの提供形態 

• 報告書による統計表の提供 

• インターネットによる統計表の提供 

   政府統計の総合窓口：e-Stat
（ http://www.e-stat.go.jp) 
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オープンデータへの取組の推進 
• 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（ＩＴ戦略本部） 
 （2001年１月６日 閣議決定） 
  設置根拠：高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成12年法律第144号） 
• 電子政府オープンデータ戦略 
 （2012年７月４日 IT戦略本部決定） 
• 電子行政オープンデータ実務者会議 
 （2013年３月28日 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部長決定） 
• 統計におけるオープンデータの高度化 
 （2013年５月28日 総務省報道発表） 
• 経済財政運営と改革の基本方針 
 （2013年６月14日 閣議決定） 
• 世界最先端ＩＴ国家創造宣言 
 （2013年６月14日 閣議決定） 
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統計におけるオープンデータの高度化 
具体的な取組 

① API機能による統計データの高度利用環境の構築 

    

② 統計GIS機能の強化 

③ オンデマンドによる統計作成機能・方策の研究 
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① API機能による統計データの高度
利用環境の構築 

• API （Appｌication  Programming Interface) 
 ソフトウェアが互いにやり取りするのに使用する 
 メッセージの渡し方などを決めた仕様 
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統計情報 
データベース 

地方公共団体 

学術研究者 

その他ユーザー（企業等） 

○○県人口動態 
統計調査結果 
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API プ
ロ
グ
ラ
ム 他のサービス API 

http://API/get?･･
･ 

XML 

http://･･･
/get?･･･ 

XML 

Python 

Ruby 

PHP 

R 

REST 

ホームページを表示する際に利用するURL（http://.・・・・）でリクエストすると、統計データが
XML形式等で出力される（必要なデータのみの取得又は全データの一括取得が可能）。 

統計情報 

データベース 

9 



政府統計の総合窓口 
http://www.e-stat.go.jp 

API機能で利用できる統計データは、e-Stat上で「DB」表示のあるデータに対応 

統計情報データ
ベースに 

登録されている 
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http://statdb.nstac.go.jp/ 
 

試行提供中 
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政府統計名 統計表数 

国勢調査 5,518 

住宅・土地統計調査 7,095 

住民基本台帳人口移動報告 265 

人口推計 388 

労働力調査 690 

就業構造基本調査 2,543 

社会生活基本調査 5,265 

個人企業経済調査 120 

科学技術研究調査 1,466 
サービス産業動向調査 11 
サービス業基本調査 299 
事業所・企業統計調査 1,916 

政府統計名 統計表数 

経済センサス－基礎調査 148 
経済センサス－活動調査 7 
家計調査 84 
貯蓄動向調査 647 
全国消費実態調査 2,057 
家計消費状況調査 7 
小売物価統計調査 2 
全国物価統計調査 332 
消費者物価指数 2 
地域メッシュ統計 1,813 

社会・人口統計体系 
（都道府県・市区町村のすがた） 

1,965 

※１ 統合等された統計調査については、調査実施・公表時の政府統計名としている。 
   ２ 試行提供においては、総務省統計局のデータのみを提供している。 

データ量：約３２千表（約４７億セル） ※2013/9/5時点 
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○ ＡＰＩを利用した統計データへのリクエスト件数 
     約１５１．５万件（累計） 

○ 利用登録者数は以下のとおり  

ＡＰＩ機能の利用状況（平成25年９月５日現在） 

登録者数 主な登録者等 

利用登録者総数 １,１０１ 

ビジネス利用 ４１２ 民間企業等 

学術研究 １９７ 
大学（東京大、北海道大、京都大等）、研究機関（国立感染症研
究所、三菱総合研究所、統計情報研究開発センター等  

公共機関 ５５ 
各府省（内閣府、厚労省、農水省等）、都道府県（京都、大阪、

岐阜、福岡等）、市町村（徳島県三好市、山口県周防大島町等） 

個人的な利用 

・その他 
４３７ 個人による研究利用等 
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実際の利用事例 
① 居住する県の町ごとの人口等のデータを吸い上げるプログラム（株式会社M&A

バンク）（http://city.ma-bank.net/test/） 
②  統計データを吸い上げ、簡単にCSV化できる無料Webサービス（矢野さとる氏）

（http://toukei.in） 
③ 日本経済新聞社が提供する実験サイト「オープンデータ情報ポータル」において、

社会・人口統計体系を基に都道府県別の指標を地図上に表示
（http://opendata.nikkei.co.jp/） 

④  「政府統計データAPIエクスプローラ（α版）」APIを利用して統計表の一覧をブラウ
ザ上に表示させるサービス（にじやすひろ氏）（http://www.ecitizen.jp/statdb/） 

⑤  iPhone等で統計データの閲覧が可能な無料アプリ（http://app-
library.com/archives/13228） 

⑥  国勢調査（小地域）を用いて世帯や住宅などのデータを表示するサービス（松江
Ｌ不動産）（http://legare-club.com/?id=data） 
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今後の展開 

• 平成２６年度 本格運用を目指します 

• 提供データをe-Statにデータベース登録され
ているすべての統計に拡充する予定 

  基幹統計４０統計及びその他９統計 

  統計表約６万表  
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② 統計GIS機能の強化 
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現行の統計ＧＩＳの課題 
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選択した 
境界 

集計対象 
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選択した 
境界 

集計対象 
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統計ＧＩＳ機能の強化 
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エリア指定
（任意） 指定された 

エリアの統計 

ユーザー保
有のデータ 

自社売上高 

① ユーザーの保有するデータを取り込んで分析する
機能の追加 

② 任意に指定したエリアにおける統計算出機能の追加 
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住所名から緯度経度に変換して取り込み 

ジオコーディングによる 
プロット登録も可能 
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分析結果はExcel形式のレポートとして出力 
（リッチレポート） 
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G空間×ICT推進会議 
 

空間情報と通信技術を融合させ、暮らしに新たな革新をもたらす 
 

開催：平成25年３～６月 主催：総務大臣 
（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/gkukan-ict_suishin/ ） 

 

新たな統計GIS 本年秋、試行提供開始予定 
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 G空間社会においては、防災対策、都市計画等を適確かつ迅速に講じるため、人口や事業

所・企業等の正確な統計情報をＧＩＳ上に重ね合わせ、データの可視化を図り、政策立案者等

の認識の共有化等を図ることが重要であるため、統計GISの利便性向上に取り組むことが必要

である。 
 



③ オンデマンドによる統計作成
機能・方策の研究 
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全国 北海道 青森県

Ａ 農業，
林業

Ｂ 漁業 ・・・
Ｔ 分類不

能の産業
Ａ 農業，

林業
Ｂ 漁業 ・・・

Ｔ 分類不
能の産業

総数（15歳以上） 1260195 282123 435711 378886 977285 222123 375711 379451 282910

男 656876 157533 255536 209623 532692 127533 225536 179623 124184

Ａ 管理的職業従事者 191416 11403 92070 58684 132157 1403 82070 48684 59259

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 220767 59498 100784 55346 185628 49498 90784 45346 35139

・・・

Ｌ 分類不能の職業 244693 86632 62682 95593 214907 76632 52682 85593 29786

女 603319 124590 180175 169263 444593 94590 150175 199828 158726

Ａ 管理的職業従事者 228003 22245 91360 91532 175137 12245 81360 81532 52866

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 178185 56636 37478 77731 141845 46636 27478 67731 36340

・・・

Ｌ 分類不能の職業 197131 45709 51337 127611 35709 41337 50565 69520

15～
19歳

1185020 245179 381871 178115 902184 225179 361871 315134 282836

男 553244 146415 184967 178115 479497 136415 174967 168115 73747

Ａ 管理的職業従事者 223239 91348 80092 54987 196427 81348 70092 44987 26812

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 198228 30820 63136 100098 164054 20820 53136 90098 34174

・・・

Ｌ 分類不能の職業 131777 44247 61739 43030 119016 34247 51739 33030 12761

女 631776 98764 196904 422687 88764 186904 147019 209089

Ａ 管理的職業従事者 234761 78719 97074 24329 170122 68719 87074 14329 64639

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 170529 16900 16617 94245 97762 6900 6617 84245 72767

・・・

Ｌ 分類不能の職業 226486 23145 103213 58445 154803 13145 93213 48445 71683

20～
24歳

626331 162330 115462 227750 475542 152330 105462 217750 150789

男 626331 162330 115462 227750 475542 152330 105462 217750 150789

Ａ 管理的職業従事者 297975 76392 74027 81633 202052 66392 64027 71633 95923

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 211700 80929 36018 69976 156923 70929 26018 59976 54777

・・・

Ｌ 分類不能の職業 116656 25009 25417 96141 116567 15009 15417 86141 89

都道府県 産業大分類 

年齢（５歳階級） 

男女 

職業大分類 

集計事項： 
人口・世帯数 

①利用者が調査項目を選択 

②集計結果を自動的に出力 

【イメージ】 

26 

利用者が自らのニーズに合わせ 
希望する項目を組合せ 



オンデマンド集計機能の仕組み 
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調査票 
情報 

集計用 
中間作成データ 

作成 

① 統計センターにおいて、調査票
情報から集計用中間作成データ
（セルデータ）を開発 

統計利用者 
② 統計利用

者が集計上の
分類項目（表
頭・表側）を
指定 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

③ 集計用中間作成デー
タ（セルデータ）から
必要な情報を合算し、
秘匿処理を施した集計
結果を出力 

・合算 
・秘匿処理 
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オーダーメード集計と 
何が違うのか？ 
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集計用 
中間作成データ 

オーダーメード集計 

オンデマンド集計機能 

依頼 

結果表の 
提供 

集計項目
の選択 

結果表の 
提供 

人手で算出 

自動的に処理 

○○時間 
かかりました 
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イ
ン
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ー

ネ
ッ
ト 

リアルタイムで 
集計結果を作成 



 オンデマンド集計のための手続 

 オンデマンド集計の実用化に伴う使
途拡大の可能性 

 手数料の新たな算定根拠 
これに加え、秘匿処理の自動化に関する技術的な課題も存在 

現行制度で想定していなかった以下の課題につい
て、今後検討が必要 
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ご清聴ありがとうございました 
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統計サービスで国民生活を豊かに 
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